
   

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
が
無

い
鳥
取
県
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
取
市
の
２
か
所
と

倉
吉
市
、
岩
美
町
の
計
４
か
所
で
処
分
場
計

画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
す
べ
て
地
元
の
反

対
で
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

淀
江
町
で
一
般
廃
棄
物
処
理
を
営
む
環
境

プ
ラ
ン
ト
工
業
（
株
）
が
主
体
と
な
っ
て
、
平

成
20
年
か
ら
一
般
棄
物
処
分
場
予
定
地
の

第
三
期
計
画
地
（
米
子
市
淀
江
町
小
波
４
３

４
―
１
０
２
）
を
産
廃
処
分
場
に
す
る
計
画

を
進
め
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
２７
年

に
環
境
プ
ラ
ン
ト
が
「
住
民
の
不
安
に
民
間
で

は
対
応
で
き
な
い
」
と
申
し
出
た
た
め
、
事
業

主
体
を
鳥
取
県
環
境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
に

変
更
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
２
億
円
の
血
税
を

注
ぎ
込
ん
で
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

現
在
は
、
鳥
取
県
が
「条
例
手
続
き
」
に
基

づ
い
て
、
関
係
住
民
と
事
業
セ
ン
タ
ー
と
の
意

見
調
整
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

   

 

県
内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
産
業
廃
棄
物

13
種
が
37
年
間
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。
燃

え
殻
、
ば
い
じ
ん
、
汚
泥
、
鉱
さ
い
、
木
く
ず
、

紙
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
が
れ
き
類
な
ど
で
、

が
れ
き
類
に
は
石
綿
含
有
廃
棄
物
も
含
ま

れ
ま
す
。
受
け
入
れ
廃
棄
物
の
52
％
は
燃
え

殻
で
、
有
害
物
で
あ
る
重
金
属
等
を
含
み
、

そ
の
量
は
年
間
約
３
１
３
０
㌧
、
37
年
間
で

11
万
５
千
㌧
に
な
り
ま
す
。
ま
た
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
含
む
ば
い
じ
ん
が
14
％
で
、
年
間
８
４

０
㌧
、
３７
年
間
で
３
万
１
０
８
０
㌧
に
の
ぼ
り

ま
す
。 

処
分
場
全
体
の
面
積
は
２
万
１
５
０
０
㎡
、

埋
め
立
て
容
量
は

25.7
万
㎥
で
、
小
学
校
の
体

育
館
約
15
棟
に
相
当
す
る
大
き
さ
で
す
。 

廃
棄
物
中
に
は
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

重
金
属
等
が
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
は
雨
水
に
溶

け
込
ん
で
汚
水
と
な
り
、
水
処
理
さ
れ
た

後
、
塩
川
に
流
さ
れ
続
け
ま
す
。
ま
た
不
溶

性
の
重
金
属
や
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
環
境

ホ
ル
モ
ン
は
土
壌
中
に
残
り
続
け
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
管
理
型
処
分
場
は
、
土
壌
・

河
川
・地
下
水
を
汚
染
す
る
危
険
性
が
あ
る

廃
棄
物
を
大
量
に
埋
め
た
て
、
永
久
に
土
壌

を
汚
染
し
続
け
る
施
設
な
の
で
す
。 

  

  

淀
江
町
民
半
数
以
上
（
４
８
２
３
筆
）
が
反

対
署
名
を
し
て
県
知
事
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

周
辺
自
治
会
は
西
尾
原
と
下
泉
自
治
会
の

理
解
が
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
淀
江
漁

協
か
ら
も
強
い
反
対
の
表
明
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。 

  

 

事
業
セ
ン
タ
ー
は
「
安
全
に
最
大
限
配
慮

し
た
施
設
で
、
周
辺
地
域
へ
与
え
る
環
境
へ
の

影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と
公
言
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
強
い
反
対
や
不
安
の

声
が
絶
え
な
い
の
は
、
事
業
セ
ン
タ
ー
が
言

う
科
学
的
な
安
全
の
根
拠
が
揺
ら
い
で
い
る

こ
と
に
加
え
、
淀
江
の
農
業
・漁
業
の
衰
退
や
、

福
井
水
源
地
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
水
源

地
汚
染
の
懸
念
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

以
下
住
民
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
事
項 

◎
遮
水
シ
ー
ト
の
劣
化
・
破
損
に
よ
り
汚
水

が
漏
れ
出
し
、
地
下
水
を
汚
染
す
る
こ
と
に

よ
る
深
刻
な
水
源
地
汚
染
。 

◎
重
金
属
を
含
ん
だ
、
汚
染
水
が
塩
川
に
流

さ
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
る
、
漁
業
・
農
業
へ
の

悪
影
響
。 

◎
有
害
物
質
の
飛
散
と
メ
タ
ン
ガ
ス
や
硫
化

水
素
の
発
生
に
よ
る
周
辺
の
農
地
や
民
家
へ

の
悪
影
響
及
び
住
民
へ
の
健
康
被
害
。 

◎
埋
め
立
て
完
了
後
の
重
金
属
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
を
含
ん
だ
汚
染
土
の
放
置
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響
。 

さ
ら
に
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
汚
染
土
の
流

出
や
大
地
震
に
よ
る
施
設
破
損
に
よ
る
事

故
な
ど
心
配
は
絶
え
ま
せ
ん
。 

 

産
廃
処
分
場
は
、
確
実
に
周
辺
環
境
を
長

期
に
わ
た
っ
て
悪
化
さ
せ
子
孫
へ
の
負
の
遺
産

と
な
る
懸
念
が
大
変
強
い
の
で
す
。 

    

現
在
、
処
分
場
設
置
の
た
め
の
条
例
手
続

き
中
で
す
が
、
こ
れ
が
終
了
す
れ
ば
知
事
が

開
発
申
請
に
基
づ
き
判
断
（
許
可
・
不
許
可
）

す
る
の
で
す
。
し
か
し
、
計
画
地
の
46
％
の
土

地
は
米
子
市
の
土
地
で
あ
り
、
こ
こ
は
「
一
般

廃
棄
物
処
分
場
以
外
に
は
使
用
で
き
な
い
」

と
い
う
平
成
４
年
の
開
発
協
定
が
あ
り
ま
す
。

地
権
者
は
米
子
市
民
で
す
。
私
た
ち
市
民
が

反
対
の
声
を
強
く
上
げ
れ
ば
市
長
は
土
地
を

貸
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
意

思
表
示
で
産
廃
処
分
場
の
設
置
を
必
ず
止
め

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

産
廃
処
分
場
は
大
山
の
恩
恵
を
受
け
て
暮

ら
し
て
き
た
私
た
ち
の
生
活
・
故
郷
、
そ
し
て

心
を
も
壊
し
ま
す
。
ど
う
か
１
万
人
署
名
を

皆
さ
ん
の
力
を
あ
わ
せ
て
達
成
し
ま
し
ょ
う
。 

な
ぜ
米
子
市
淀
江
町
に
産
廃
処
分
場

問
題
が
起
き
た
の
で
す
か
？ 

産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
と

は
ど
う
い
う
施
設
な
の
で
す
か
？ 

地
元
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
で

す
か
？ 

地
権
者
で
あ
る
米
子
市
民
が
反
対
の

声
を
上
げ
れ
ば
、
必
ず
止
め
ら
れ
ま
す 

本
当
に
安
全
な
施
設
な
の
で
す
か
？ 


